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10月中旬までの研修講座の実施方法の一覧
または

ホームページ（コロナ対応特設ページ）
http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/info/index.html

をご確認ください。

10月中旬までの研修講座の実施方法の一覧について
「事前連絡有無」の項目を必ずご確認ください。

有→各講座担当者から、別途電子ﾒｰﾙまたはﾌｧｸｼﾐﾘで
詳細をご案内します。

無→講座は年度当初の講座案内のとおり実施します。
追加連絡はありません。
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研修講座から

社会科の基本Ⅱ ～県立歴史館の資料を活用した教材研究～ 7月13日

この講座では、長野県立歴史館を会場に、身近な資料館の役割を理解するとともに、地域とのかかわりを
意識した教材研究について学びました。受講者は、歴史館専門主事と共に歴史館を見学したり、教材研究を
したりすることで、資料館の活用や専門家との連携について考えを深めました。
＜主な内容＞
講 義 「地域素材の教材化について」
見 学 「県立歴史館施設見学」
演 習 「県立歴史館の資料を用いた地域の歴史の教材化」

◆◆受講者ふりかえりから◆◆

・地元の歴史の中から、その時代の大きな日本史の流れ

と関連が深い人物や出来事をうまく見つけ、教材化

することにより、深く、そして生徒が自分に関連ある

ものとして考えられる授業が成立することを知り

ました。

・教育をする場所は校舎だけではないはずなので、校外

へ出て議論していくことは面白く、大切なことだと

学びました。外部の方、他教科のサポートを得ながら

活動していく必要性も学べました。

・初めて知った地元の遺跡群も多かったため、後日に

巡見調査をして教材を作り、地元の歴史について

探究が深められるようにしていきたいです。

＜担当者の感想＞
県立歴史館には、多くの所蔵資料があります。

教材化に向けてどのような手続きを経れば、
必要な情報にたどり着くことができるのかを、
体験的に学ぶ講座となりました。受講者の
みなさんが事前に据えた「教材としたいテーマ」
について、歴史館専門主事のみなさんと語り
合い、専門性を高めることができました。

受講風景

歴史館収蔵庫の見学 専門家と共に教材研究

学校力の向上を目指す研修講座

「カリキュラム･マネジメント 応用」   令和3年６月1 4日（月）実施

学校教育の要ともいえる「カリキュラム・マネジメント」について、各校の取組みについて情報交換をした後、

松本大学・教職センター長の山﨑保寿教授から「理論と方法」に関する講義をいただき、午後は山﨑教授の

指導のもと、「カリキュラムの開発と評価」という観点で演習に取り組みました。

【内容】

１ 情報交換 「カリキュラム・マネジメントにかかわる

各校の取組み」

２ 講義 「カリキュラム・マネジメントの理論と方法」

松本大学 教職センター長 山﨑 保寿 教授

３ 演習 「カリキュラム開発と評価」 山﨑 保寿 教授

４情報交換 「リフレクション～自校の取組みに生かすために～」

《受講者のふりかえりから》

○教科横断的な活動を行うために、まず「グランドデザインの共有化」に取り組むべきと

いうことが分かりました。

○カリキュラム・マネジメントとは、教育課程の質の向上（を図るためのＰＤＣＡサイクル）

と、そのための調整ということが分かった。

○各校での実践をお聞きしたことで、本校でのカリキュラム・マネジメントについても、どのように実践していった

ら良いか、明確になってきました。

○他校の先生とのグループ活動を通じて参考になることが多くあった。職員が同じビジョンを持つことの大切さ

がわかった。

○教育課程編成だけでなく、各分掌においても、カリキュラム・マネジメントの視点を持って、計画・運営・反省

（評価）を行うことを、改めて確認できました。

山﨑教授の講義の様子

情報交換・演習の様子
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〜日々の教材研究に生かせます！〜 

算数・数学教材研究ノート 

この教材研究ノートを見ると，授業 
の流れがイメージしやすいですね。 
それぞれのファイルは文書作成 
ソフトで作成されているから，児童
生徒の実態に合わせて変更できるの 
もいいですね。

長野県総合教育センターHPトップ画面 

教育情報

教科教育 

算数・数学 

算数・数学教材研究ノート 

それぞれの教材研究ノートには， 
このページのように,１時間の授業 
の流れが示されているよ。その時
間でつけるべき力をつけるため
の，教材研究が日常化できるよう,
教材研究ノートの   ①   ～  ⑥   
が示されているんだ。

授業計画や実施記録を記入する部分
もありますね。記録に残すことで, 
自分の授業を振り返ったり，次年度
へ引き継ぐ際の資料にしたりでき 
そうです。 

算数・数学の教材研究は，どのように進めていけばいいのですか。 
何かヒントになるものはないですか。 

それなら，総合教育センターの「算数・数学教材研究ノート」を活用するのは
どうかな。単元ごとに,小学校用と中学校用のファイルが準備されているよ。 
見てみよう。 

詳しい教材研究のポイントについては， 

“はじめに（教材研究ノートの使い方）” 

をご覧ください。       ☞
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